





Establishing a school counseling system including support the crisis
－ A basic manual for crisis －
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　・該当学年生徒 ①緊急職員会議 ②全校集会 ③緊急保護者会 ・各クラスに教員（３人）の配置
　・関係（部活等）生徒  学級集会 （司会進行：ＰＴＡ役員） 　（該当クラスには人選）
三次支援生徒 事実関係の報告（文章化） 事実関係の報告（文章化） 開催目的説明（ＰＴＡ会長） ・正確な情報提供・共有
　・類する経験をもつ生徒 支援チーム紹介 「心のケア」について説明 事実関係の報告（文章化） ・表現する機会の保障
　・家庭環境が不安定な生徒 「心のケア」について説明 健康観察の強化 支援内容と学校の取組み ・ストレス反応と対処法の情報提供
　・情緒の不安定な生徒 支援内容の説明と手順 スクールカウンセラー紹介 ・健康観察の強化
※全ての支援対象に該当する 生徒への対応方法 「心のケア」について説明 　⇒要配慮生徒ピックアップ






第４段階　（自責と罪悪） ①職員への支援 ②生徒への支援 ③保護者への支援 ・要配慮生徒の保護者への
第５段階　（悲嘆と無力感） 「心のケア」について 「心の健康調査票」の実施 「心のケア」について 　連絡・連携
第６段階　（現実適応感） 生徒への対応方法 個別面談 生徒への対応方法
※関係が深く、強い衝撃を 保護者への対応方法 健康観察の強化 要配慮保護者カウンセリング □保護者対応（文書化含む）
　受けている人ほど進行が遅く ストレスマネジメント研修 ＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）の予防 専門機関との連携 ・正確な情報提供・共有
　初期の段階に長く留まる 要配慮教員カウンセリング 要配慮生徒カウンセリング ・家庭での留意事項
専門機関との連携 専門機関との連携 ・葬儀参列に関して学校方針
○覚　書 ・相談等の対応窓口一本化
□マスメディア対応 ・欠席者に対して（例：文書郵送）
広報窓口一本化※情報ずれ防止 　□「心の健康調査票」結果の検討・報告
記者会見⇒複数出席 　□支援内容の取組み報告・検証 □葬儀参列の留意点
報告内容の準備⇒文章化 　□再発防止の取組み ・学校の方針
生徒の取材自粛※二次被害防止 ・保護者の承諾
匿名報道の申入れ ・安全確保（交通手段・引率者）
・献花の取り扱い
□警察対応 ・参列生徒のケア
事実報告内容の確認
生徒の事情聴取について申入れ
ＰＴＡ会長校務委員会
校　長 関係機関
緊急支援チーム・緊急職員会議
緊急支援チーム結成（発生後24～72時間以内）
校内緊急支援チーム
支援プログラム内容・検討（発生後24～72時間以内）
支援プログラムの実施
　　	
　　危機となる事件・事故	
	
①生徒の自殺	
②学校管理下の事件・事故	
③校外で生じた事故死	
④自然災害・地域の衝撃的事件	
⑤生徒による殺傷事件	
⑥教師の不祥事発覚	
⑦教師の突然死	
⑧その他	
継続支援	
フォローアップ体制	
	
事件・事故発生	
資料１　簡易マニュアル（支援経路図）
